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令和7年
6月定例会

第95号第95号

定例会は
年に４回

3月

6月9月

12月

キャリアトークカフェキャリアトークカフェ
（兵庫県立和田山高等学校１年次）（兵庫県立和田山高等学校１年次）
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令
和
７
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

　

令
和
７
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）
は
、
現
予
算
額
に
合
計

１
億
４
，
０
６
０
万
円
を
、
第
３
号

は
合
計
６
，
０
３
０
万
円
を
、
第
４

号
は
７
，
０
８
０
万
円
を
増
額
し
、

総
額
２
３
８
億
３
，
９
５
０
万
円
と

す
る
も
の
で
す
。

　

予
算
決
算
特
別
委
員
会
で
審
査
し
、

全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

補
正
予
算
（
第
２
号
）

ス
マ
ー
ト
農
業
推
進
事
業

　

ス
マ
ー
ト
農
業
推
進
事
業
に
つ

い
て
伺
う
。
Ｒ
Ｔ
Ｋ
を
利
用
し
た
基

地
局
は
大
変
高
精
度
で
あ
り
、
朝
来

市
に
お
い
て
は
、
本
庁
舎
の
屋
上
と

さ
さ
ゆ
り
ホ
ー
ル
に
設
置
す
れ
ば
、

市
内
を
ほ
ぼ
カ
バ
ー
で
き
る
と
い
う

説
明
を
受
け
た
。
黒
川
地
域
や
栃
原

地
域
は
標
高
５
０
０
メ
ー
ト
ル
で
農

業
を
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
場
合
、
Ｒ

Ｔ
Ｋ
は
垂
直
方
向
に
規
制
が
あ
る
か

伺
う
。

答　

Ｒ
Ｔ
Ｋ
は
大
体
１
か
所
20
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
範
囲
で
の
利
用
が
可
能
。

人
工
衛
星
Ｇ
Ｐ
Ｓ
で
の
誤
差
は
、
最

小
で
も
30
㎝
の
誤
差
は
生
じ
る
が
、

Ｒ
Ｔ
Ｋ
を
設
置
し
た
場
合
は
２
～
３

㎝
と
、
か
な
り
精
度
が
高
い
。
垂
直

方
向
に
つ
い
て
も
規
制
は
な
い
。

補
正
予
算
（
第
３
号
）

８
・
９
・
10
月
請
求
分

水
道
料
金（
基
本
料
金
）免
除

【
対
象
者
】

　

�

給
水
契
約
が
あ
る
一
般
家
庭
及
び

事
業
者
（
官
公
庁
等
は
除
く
）

【
期
間
】

　

３
カ
月
間

　

�

８
月
請
求
分
（
使
用
期
間:

６
月

検
針
～
７
月
検
針
）

　

�

９
月
請
求
分
（
使
用
期
間:

７
月

検
針
～
８
月
検
針
）

　

�

10
月
請
求
分
（
使
用
期
間:

８
月

検
針
～
９
月
検
針
）

　

※�

今
回
の
免
除
措
置
に
つ
い
て
、

申
込
み
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。

　

６
月
定
例
会
が
、
６
月
９
日
か

ら
６
月
30
日
ま
で
22
日
間
の
会
期

で
開
か
れ
、
条
例
の
一
部
改
正
８

件
、
令
和
７
年
度
補
正
予
算
４
件

な
ど
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

条
例
改
正
等
に
つ
い
て
は
所
管

す
る
常
任
委
員
会
で
、
補
正
予
算

に
つ
い
て
は
予
算
決
算
特
別
委
員

会
で
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
は
１
件
の
意
見
書
提

出
に
つ
い
て
文
教
民
生
常
任
委
員

会
が
発
議
し
、
全
会
一
致
で
可
決

し
ま
し
た
。

▲スマート農業の基盤となるＲＴＫ基地局

質
疑

補正予算（第２号）（質疑）

議案審議

スマート農業のスマート農業の
推進推進
物価高騰に対応物価高騰に対応
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6月定例会で審議した議案に対する賛否の状況
上
田　

幸
広

横
尾　

正
信

松
井　

道
信

水
田　

文
夫

加
藤　

貴
之

関　
　

綾
乃

吉
田　

俊
平

尾
﨑　

里
美

藤
原　

正
伸

足
立　

義
美

西
本　

英
輔

森
田　

龍
司

藤
本　

邦
彦

日
下　
　

茂

森
下　

恒
夫

渕
本　
　

稔

浅
田　

郁
雄

議案第39号
朝来市職員の勤務時間、休暇等に関する条例及び
朝来市職員の育児休業等に関する条例の一部を
改正する条例制定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※

議案第40号 朝来市税条例の一部を改正する条例制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第41号 朝来市公営企業の設置等に関する条例の一部を改正する
条例制定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第42号 朝来市長等の損害賠償責任の一部免責に関する条例の
一部を改正する条例制定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第43号 財産の取得について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第44号 令和７年度朝来市一般会計補正予算（第２号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第45号 朝来市和田山ジュピターホール改修工事請負契約の
一部を変更する契約締結について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第46号 朝来市選挙長等の報酬及び費用弁償に関する条例の
一部を改正する条例制定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第47号 朝来市国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定に
ついて

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第48号 朝来市福祉医療費助成条例の一部を改正する条例制定に
ついて

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第49号 朝来市議会議員及び朝来市長の選挙における選挙運動の
公営に関する条例の一部を改正する条例制定について

○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第50号 財産の取得について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第51号 令和７年度朝来市一般会計補正予算（第３号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第52号 令和７年度朝来市水道事業会計補正予算（第１号）につい
て

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第53号 令和７年度朝来市営住宅宮ノ下第２住宅改善工事請負契
約の締結について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第54号 令和７年度朝来市一般会計補正予算（第４号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第55号 損害賠償の額を定めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第56号（仮称）朝来市自然環境保護施設整備工事請負契約の締結について
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

同意第６号 朝来市副市長の選任につき同意を求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

請願第３号 子どものゆたかな学びと育ちを保障するための、
2026年度政府予算に係る意見書採択の請願について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発議第２号 子どものゆたかな学びと育ちを保障するための、
2026年度政府予算に係る意見書の提出について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 員 名

議 案 名

賛成した議員は〇　反対した議員は ×　 ※議長には通常、表決権がありません。　
関議員は 6月 17日の本会議から出席のため、同意第 6号（6月 9日議決）について、採決に参加していません。
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（追悼演説）

▲�令和７年３月
　議会での様子

嵯峨山 博議員 逝去

追悼演説

　去る令和７年６月６日に嵯峨山博議員がご逝去されました。
　嵯峨山議員は、朝来市議会議員に平成 25 年 10月に初
当選され、３期 11 年７カ月にわたり朝来市政の発展のた
めにご尽力されました。その間、第 13 代副議長や総務
常任委員長、議会改革特別委員長などの要職を歴任され
ました。
　謹んでご冥福をお祈りいたします。

６月30日の定例会最終日に会派を代表して３名の議員が
追悼演説を行いました。

　嵯峨山議員はその穏やかで明るい性格と、物に動じない落ち着いた物腰、そして説得力の
ある言葉で常に朝来市議会をリードしてこられました。嵯峨山議員が亡くなられた事は、議会
にとどまらず朝来市にとっての大きな損失なのです。嵯峨山議員の存在は、まさに余人をもっ
て変えることが出来ない事です。あなたが亡くなられたこの現実は受け入れなければならない
悲しい出来事です。
　言葉足らずで意を尽くすことが出来ないのは残念ですが、嵯峨山議員の心からのご冥福を
祈ってお別れの言葉とさせて頂きます。

◆ 自由倶楽部　尾﨑  里美 議員

　嵯峨山議員は、誠実な姿勢、そして誰に対しても分け隔てなく接する温かな人柄で、多く
の方々から信頼を寄せられていました。
　また、市民の声に真摯に耳を傾けるその謙虚な姿勢は、議員としてはもとより、一人の人間
としても、深く敬意を抱かずにはいられないものでした。私たちにとって嵯峨山議員は、大き
な支えであり、多くの学びを得る存在でありました。
　嵯峨山議員の志をしっかりと受け継ぎ、市民の幸せのために、対話を大切にし、誠実に向
き合う姿勢を今後も貫いてまいります。

◆ 清風の絆　足立  義美 議員

　あまりに突然に、こんなにも若く、君は逝ってしまった。多くの涙に包まれて、君は逝ってしまった。
　誠実で、温厚で、実直な努力家で、家族思いで、仲間を大切にして、そして、常に朝来
市の未来を、真剣に考えていた。
　とりわけ近年では、市民の基本的権利を守るという強い信念のもと、困難な問題にも、真摯
に向き合い続けていた。君を知る人以外にも言いたい。こんなにもきちんと、仕事をしてきた
人間はいない。
　心からの感謝と敬意をもって、嵯峨山議員のご冥福をお祈りいたします。

◆ 朝来市創生の会　森下  恒夫 議員

訃報
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【
副
市
長
】

　

任
期
満
了
に
伴
う
副
市
長
の
選
任

に
つ
い
て
、
全
会
一
致
で
同
意
し
ま

し
た
。

　

天
野　

修
二

　

任
期

：�

令
和
７
年
６
月
26
日
か
ら

令
和
11
年
６
月
25
日
ま
で

【
兵
庫
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
議
会
議
員
】

　

任
期
満
了
に
伴
い
選
挙
が
行
わ
れ
、

当
選
さ
れ
ま
し
た
。

　

藤
岡　

勇

【
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
】

　

任
期
満
了
に
伴
い
選
挙
が
行
わ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

　

藤
原　

康
之　
　
　

石
田　
　

修

　

松
岡　

貞
之　
　
　

鴨
谷　
　

譲

　

任
期
：�

令
和
７
年
５
月
23
日
か
ら

令
和
11
年
５
月
22
日
ま
で

【
選
挙
管
理
委
員
会
補
充
員
】

　
任
期
満
了
に
伴
い
選
挙
が
行
わ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

　

嵯
峨
山
秀
喜　
　
　

澤
田　

郁
夫

　

中
島　

正
代　
　
　

衣
川　

洋
司

　

任
期
：�

令
和
７
年
５
月
23
日
か
ら

令
和
11
年
５
月
22
日
ま
で

【
生
野
財
産
区
管
理
会
委
員
】

　

任
期
満
了
に
伴
う
生
野
財
産
区
管

理
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
、
全
会

一
致
で
同
意
し
ま
し
た
。

　

竹
村　

俊
彦　
　
　

佐
藤　

次
郎

　

足
立　

浩
二　
　
　

藤
本　

類
馬

　

田
上　

正
昭　
　
　

小
路　

雄

　

小
田　

正
儀

【
人
権
擁
護
委
員
】

　

人
権
擁
護
委
員
と
し
て
法
務
大
臣

に
推
薦
し
て
い
た
候
補
者
か
ら
辞
退

の
申
し
出
が
あ
っ
た
た
め
、
新
た
に

推
薦
が
あ
り
、
全
会
一
致
で
適
任
と

認
め
る
答
申
を
し
ま
し
た
。

　

柴
田　

千
明
（
生
野
町
新
町
）

人
事
案
件（
敬
称
略
）

（副市長の選任）
▲副市長再任あいさつ

　

６
月
定
例
会
中
に
、
朝
来
市
教
職
員
組
合
（
執
行
委
員
長　

岡
本　

泰
子　

氏
）
か
ら
請
願
（
紹
介
議
員　

森
下　

恒
夫
）
が
提
出
さ
れ
、
文
教
民
生
常
任

委
員
会
で
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

最
終
日
、
委
員
長
報
告
の
と
お
り
全
会
一
致
で
採
択
し
、
こ
の
採
択
に
伴
い
委

員
長
か
ら
発
議
さ
れ
た
意
見
書
に
つ
い
て
も
全
会
一
致
で
可
決
し
、
関
係
機
関
に

提
出
し
ま
し
た
。

子
ど
も
の
ゆ
た
か
な
学
び
と
育
ち
を
保
障
す
る
た
め
の

�

２
０
２
６
年
度
政
府
予
算
に
係
る
意
見
書

子どものゆたかな学びと育ちを保障するための
2026年度政府予算に係る意見書（抜粋）

【要望事項】
１.�教育の機会均等と水準の維持向上をはかるため、地方財政を
確保した上で義務教育費国庫負担制度の負担割合を２分の１
に復元すること。

２.�学校の働き方改革・長時間労働是正を実現するため、加配教員
の増員や少数職種の配置増など教職員定数改善を推進すること。

３.�小・中学校のさらなる学級編成標準の引き下げ等、少人数学級
について検討すること。あわせて、高等学校での35人学級を早
急に実施すること。

４.�新卒者の就業機会や教職員の年齢構成のバランスの確保等の
観点を十分に考慮し、すべての自治体で定年引上げ期間中に
教職員の安定的な新規採用ができるように、定数加配措置を
はじめとした必要な財政措置を講じること。

５.�自治体が実効性のある働き方改革を実行するために必要な予
算措置を講じること。

６.�子どものゆたかな学びと育ちを保障するため、授業の時数と内
容が過度に詰め込まれている状態の早期改善にむけ、学習指
導要領の内容の精選をおこなうこと。

【提出先】
　内閣総理大臣、財務大臣、文部科学大臣、総務大臣
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政
務
活
動
費
の
使
い
道

　

政
務
活
動
費
は
、
議
員
の
政
策
提
言
に
必
要

な
調
査
研
究
・
研
修
な
ど
の
経
費
と
し
て
、
各

会
派
に
対
し
て
交
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
会
派
ご
と
の
令
和
６
年
度
政
務

活
動
費
収
支
報
告
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

調査研究費……�会派が行う市の事務、地方行財政等に関する調査研究に要する経費

研　修　費……�会派が研修会を開催するために必要な経費、団体等が開催する�
研修会への参加に要する経費

資料購入費……�会派が行う活動のために必要な図書、資料等の購入に要する経費

広　報　費……�会派が行う活動、市政について市民に報告するために必要な経費

 

清
風
の
絆

　

先
進
的
な
取
組
を
行
っ
て

い
る
地
方
自
治
体
等
へ
の
視
察
調
査
、
自
治
体
議

会
政
策
学
会
へ
の
参
加
等
を
行
な
っ
た
。

 

朝
来
市
創
生
の
会
　

茨
城
県
守
谷
市
、
岡
山
市

な
ど
、先
進
地
視
察
を
行
な
っ
た
他
、広
報
紙
（
会

派
活
動
報
告
）
を
市
内
全
域
に
配
布
し
た
。

 

自
由
倶
楽
部

　

市
町
村
ア
カ
デ
ミ
ー
が
開

催
す
る
研
修
を
受
講
し
、
全
国
各
地
の
地
方
議
会

議
員
と
情
報
交
換
を
行
な
っ
た
。
ま
た
、
先
進
地

視
察
も
実
施
し
た
。

 

朝
来
市
議
会
公
明
党　

市
町
村
議
会
議
員
研
修
に

参
加
し
、
人
口
減
少
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
の

解
消
、
若
者
の
雇
用
環
境
改
善
に
つ
い
て
学
び
、

意
見
交
換
を
行
っ
た
。

 

改
革
保
守
の
会

　

熊
本
県
荒
尾
市
で
Ｒ
Ｐ
Ａ

（
業
務
自
動
化
）
や
新
潟
県
三
条
市
で
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
独
自
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
な
ど
、

先
進
地
視
察
を
実
施
。

 

保
守
の
会

　

熊
本
県
山
都
町
で
有
機
農

業
の
取
組
み
や
、
佐
賀
県
嬉
野
市
な
ど
で
先
進
地

視
察
を
行
っ
た
。 各

会
派
の
活
動
内
容

令和６年度政務活動費収支報告一覧
令和６年４月～令和７年３月 （単位：円）

清風の絆 朝来市
創生の会

自由
倶楽部

朝来市議会
公明党

改革
保守の会 保守の会 合計

人  

数
R6.4月〜R6.12月 8人

4人 4人 1人
1人

18人
R7.1月〜R7.  3月 7人 2人

収　

入

政 務 活 動 費 930,000 480,000 480,000 120,000 90,000 60,000 2,160,000

計 930,000 480,000 480,000 120,000 90,000 60,000 2,160,000

支　
　

出

調 査 研 究 費 252,362 321,695 208,417 89,552 54,841 926,867

研 修 費 422,340 272,340 14,820 709,500

広 報 費 179,594 179,594

広 聴 費 0

要請・陳情活動費 0

会 議 費 0

資 料 作 成 費 0

資 料 購 入 費 73,178 26,840 100,018

計 747,880 501,289 480,757 14,820 89,552 81,681 1,915,979

収支差引残額 182,120 △� 21,289 △� 757 105,180 448 △� 21,681 244,021

（実質政務活動費額） (747,880) (480,000) (480,000) (14,820) (89,552) (60,000) (1,872,252)

政務活動費を充てることができる主な経費

（政務活動費）

※収支差引額がプラスの場合は返納しています。
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会
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報
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／

委
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会
活
動
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質
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政
務
活
動
費
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報
／
人
事
案
件
／

意
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書

一
般
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問

一般
質
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／
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分
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写
真
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声
／

９
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定
例
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議
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審
議
／

賛
否
の
状
況

　

４
月
22
日
、
令
和
６
年
度
議
会

モ
ニ
タ
ー
の
皆
さ
ん
と
市
議
会
議

員
に
よ
る
意
見
交
換
会
が
行
わ
れ
、

「
女
性
の
議
会
モ
ニ
タ
ー
が
少
な

い
」、「
議
員
の
資
質
が
低
い
よ
う

に
思
う
」、「
議
事
進
行
を
見
て
い

て
ス
ム
ー
ズ
さ
に
欠
け
る
」、「
朝

来
市
の
将
来
に
む
け
て
の
議
論
を

も
っ
と
活
発
に
や
っ
て
欲
し
い
」

な
ど
、
様
々
な
ご
意
見
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
、
今
後

の
議
会
活
動
に
お
い
て
参
考
に
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

５
月
12
日
、
令
和
７
年
度
議
会

モ
ニ
タ
ー
委
嘱
状
交
付
式
を
行
い

ま
し
た
。

　

今
年
度
は
各
自
治
協
議
会
か
ら

推
薦
い
た
だ
い
た
９
名
の
議
会
モ

ニ
タ
ー
か
ら
、
議
会
運
営
等
に
つ

い
て
の
要
望
、
提
言
そ
の
他
の
意

見
を
い
た
だ
き
ま
す
。

　

議
会
モ
ニ
タ
ー
に
つ
い
て
は
、

例
年
３
月
頃
に
朝
来
市
議
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
募
集
し
て
い

ま
す
。
朝
来
市
に
住
所
を
有
す
る

18
歳
以
上
の
方
で
、
市
議
会
の
運

営
や
市
政
に
関
心
が
あ
る
方
な
ら

応
募
で
き
ま
す
。（
応
募
資
格
条

件
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
議
会

事
務
局
ま
で
確
認
く
だ
さ
い
。）　

　

令
和
７
年
６
月
４
日
、
和
田
山

高
等
学
校
で
開
催
さ
れ
た
「
議
会

カ
フ
ェ
」
に
、
同
月
６
日
に
生
野

高
等
学
校
で
開
催
さ
れ
た
「
ゆ
め

い
く
」
に
浅
田
議
長
は
じ
め
広
聴

広
報
常
任
委
員
６
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
、
令
和
７
年
８
月
１
日

開
催
の
高
校
生
議
会
に
む
け
た
事

前
学
習
で
あ
り
、
探
求
学
習
の

テ
ー
マ
を
当
日
の
一
般
質
問
に
ど

の
よ
う
に
反
映
さ
せ
る
か
、
ま
た

テ
ー
マ
に
対
し
て
解
決
す
る
方
法

は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
を

生
徒
と
議
員
で
意
見
交
換
を
し
ま

し
た
。

市
内
の
高
等
学
校
を
訪
問
し
ま
し
た

議会閉会中も所管事務調査に取り組んでいます

▲令和７年度議会モニター委嘱状交付式

▲和田山高等学校「議会カフェ」

▲生野高等学校「ゆめいく」

議
会
モ
ニ
タ
ー
と
の
意
見
交
換
会

議
会
モ
ニ
タ
ー
委
嘱
状
交
付
式
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活
動
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報
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／
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／
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／
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案
審
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賛
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況

委員会調査報告
「
⑴
ふ
る
さ
と
納
税
自
販
機
の
取
組

に
つ
い
て
」及
び「
⑵
Ｊ
Ｒ
姫
新
線
太

市
駅
の
活
性
化
の
取
組
に
つ
い
て
」

調
査
の
概
要

　

令
和
７
年
５
月
７
日
に
、
相
生
市

の
「
ふ
る
さ
と
納
税
自
販
機
」
及
び
、

姫
路
市
の
「
Ｊ
Ｒ
姫
新
線
太
市
駅
の

活
性
化
」
の
取
組
に
つ
い
て
視
察
し
、

調
査
を
実
施
し
た
。

委
員
会
の
ま
と
め
及
び
意
見

⑴�

道
の
駅
「
あ
い
お
い
ペ
ー
ロ
ン

城
」
に
設
置
さ
れ
た
ふ
る
さ
と
納

税
自
動
販
売
機
の
設
置
費
用
や

リ
ー
ス
代
は
、
自
動
販
売
機
に
映

さ
れ
る
広
告
収
入
で
ま
か
な
っ
て

お
り
、
市
が
負
担
す
る
費
用
が
な

い
。
ま
た
、
自
動
販
売
機
の
画
面

に
地
元
企
業
の
Ｐ
Ｒ
動
画
を
映
す

こ
と
で
、
観
光
客
な
ど
へ
の
宣
伝

効
果
も
期
待
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

　

�　

朝
来
市
で
こ
の
自
動
販
売
機
を

設
置
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
設
置
場

所
・
返
礼
品
の
種
類
・
Ｐ
Ｒ
動
画

を
流
す
地
元
企
業
の
確
保
な
ど
と

い
っ
た
課
題
が
あ
る
が
、
当
市
の

ふ
る
さ
と
納
税
の
更
な
る
収
入
増

に
つ
な
が
る
可
能
性
は
あ
る
と
思

わ
れ
る
。

⑵�

30
年
ほ
ど
前
に
無
人
駅
と
な
っ
た

Ｊ
Ｒ
姫
新
線
の
太
市
駅
で
あ
る
が
、

地
元
企
業
「
関
西
陸
運
株
式
会

社
」
は
、
地
元
要
望
な
ど
に
応
え

る
た
め
、
駅
舎
横
に
２
階
建
て
の

社
屋
を
建
設
し
、
１
階
に
駅
利
用

者
の
待
合
ス
ペ
ー
ス
、
ト
イ
レ
等

を
備
え
た
商
業
施
設
及
び
レ
ス
ト

ラ
ン
を
整
備
し
て
い
る
。
レ
ス
ト

ラ
ン
が
昼
食
時
に
は
満
席
に
な
る

と
の
こ
と
で
、
人
の
集
ま
る
場
所

に
生
ま
れ
変
わ
っ
て
い
る
。
太
市

駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
地

元
）・
民
間
企
業
・
Ｊ
Ｒ
西
日
本
・

姫
路
市
の
４
者
に
よ
る
賑
わ
い
づ

く
り
に
向
け
た
連
携
協
定
の
締
結

に
加
え
、
各
方
面
で
の
様
々
な
協

力
体
制
を
取
れ
た
こ
と
が
駅
周
辺

の
活
性
化
に
つ
な
が
っ
た
と
思
わ

れ
る
。

　

�　

朝
来
市
に
お
い
て
も
、
一
つ
の

駅
舎
と
い
う

視
点
だ
け
で

物
事
を
と
ら

え
る
の
で
は

な
く
、
更
に

先
を
見
据
え

た
ま
ち
づ
く

り
の
重
要
性

を
感
じ
る
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

調
査（
視
察
）報
告

▲JR姫新線　太市駅

▲文教民生常任委員会　一般会議

閉会中も委員会活動に取り組みました
委員会 開催日 調査・協議事項

総務
常任委員会

4月23日

防災について

総合計画・創生戦略について

自治体DXについて

5月19日 パブリックコメント実施について

文教民生
常任委員会

4月24日
請願第２号（人権文化を推進させる
ための条例制定を求める請願）審査

5月8日

5月15日
一般会議（各人権団体との意見交換）

6月6日 請願第２号審査

産業建設
常任委員会

4月7日 公共交通について

5月7日
相生市視察（ふるさと寄附金について）

姫路市視察（公共交通について）

5月13日 土づくりセンターについて

6月3日 管内視察（土づくりセンター）

委員会 開催日 調査・協議事項

広聴広報
常任委員会

4月22日 議会だよりの編集・発行について等

議会
運営委員会

4月3日
第24回臨時会の日程等について

第25回定例会の日程等について

4月14日
議会改革調査特別委員会からの
引継事項について

4月22日

5月2日

5月12日 第24回臨時会の議案等について

5月30日
第25回定例会の議案等について

各種計画書の取扱いについて
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案
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／
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書
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問
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質
問
／

関
議
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執
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停
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／
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定
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会
日
程

議
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審
議
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委
員
会
調
査
報
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／

委
員
会
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動
／一般
質
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政
務
活
動
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訃
報
／
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事
案
件
／
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見
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般
質
問

一般
質
問
／
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執
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停
止
処
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紙
写
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声
／

９
月
定
例
会
日
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議
案
審
議
／

賛
否
の
状
況

をを

　

地
域
の
歴
史
文
化
遺
産
の
保
全

と
次
世
代
へ
の
継
承
が
危
う
い
。
危

機
感
を
持
っ
て
対
応
す
べ
き
。

答　

今
年
度
、
文
化
財
保
存
活
用
地

域
計
画
の
策
定
に
向
け
て
準
備
作
業

に
着
手
す
る
。
指
定
文
化
財
だ
け
で

な
く
、
未
指
定
文
化
財
や
地
域
に
伝

わ
る
生
活
文
化
等
、
地
域
に
と
っ
て

価
値
の
あ
る
歴
史
文
化
遺
産
を
広
く

対
象
に
、
そ
の
保
存
、
修
理
、
利
活

用
、
普
及
啓
発
に
つ
い
て
体
系
的
に

整
理
し
、
地
域
住
民
の
誇
り
や
郷
土

愛
の
醸
成
、
地
域
の
魅
力
向
上
に
つ

な
げ
て
い
く
内
容
に
す
る
。

　

計
画
策
定
で
は
、
地
域
の
皆
様
の

意
見
を
丁
寧
に
伺
い
な
が
ら
、
地
域

の
歴
史
文
化
遺
産
を
総
合
的
に
捉
え
、

そ
の
価
値
や
特
性
を
把
握
、
整
理
し
、

保
存
活
用
の
方
針
に
盛
り
込
む
。

○ 

市
民
遺
産
制
度
の
導
入
検
討
を

　

地
域
の
歴
史
文
化
遺
産
、
自
然

遺
産
な
ど
、
地
域
の
宝
を
継
承
す
る

仕
組
と
し
て
太
宰
府
市
な
ど
市
民
遺

産
制
度
を
導
入
す
る
自
治
体
が
増
え

て
い
る
。
市
民
自
ら
未
来
に
残
す
べ

き
地
域
の
宝
を
市
民
遺
産
と
し
て
推

薦
し
、
審
査
を
経
て
市
民
遺
産
に
認

定
さ
れ
る
と
、
自
治
体
の
支
援
の
下

で
、
市
民
自
ら
が
市
民
遺
産
を
守
り

未
来
に
伝
え
る
活
動
を
担
う
。
市
民

遺
産
制
度
の
導
入
を
朝
来
市
も
検
討

し
て
は
ど
う
か
。

答　

市
民
遺
産
制
度
で
は
住
民
参
加

に
よ
る
主
体
的
な
取
組
み
が
促
進
さ

れ
る
。
地
域
へ
の
愛
着
や
誇
り
を
育

み
、
歴
史
文
化
遺
産
の
再
発
見
や
観

光
振
興
、
教
育
活
動
と
も
連
動
す
る

な
ど
、
多
面
的
効
果
が
期
待
で
き
る
。

一
方
、
住
民
主
体
で
あ
る
が
ゆ
え
の

課
題
も
あ
り
、
調
査
研
究
が
必
要
。

地
域
力
を
活
か
し
た

市
民
遺
産
制
度
の
導
入
を

藤 

本 

邦 

彦

自
由
倶
楽
部

代表質問

▲太宰府市の市民遺産を紹介するパンフレット

市
政
市
政
問
う
問
う

　一般質問（代表・個人）では、市長などの執行機関に対して、事務の執行状況や将来の方針
等について問い質し、また、行政施策に対する提案等も行います。
　なお、内容と写真は各議員が560字以内にまとめ提出したもので、質問順に掲載していま
す。紙面の制約上、質問・答弁とも要約されており、文責は各議員にあります。

氏名下の二次元コードにより、スマートフォン等で録画映像をご覧いただけます。9



委
員
会
調
査
報
告
／

委
員
会
活
動
／一般
質
問

政
務
活
動
費

訃
報
／
人
事
案
件
／

意
見
書

一
般
質
問

一般
質
問
／

関
議
員
執
行
停
止
処
分

表
紙
写
真
の
声
／

９
月
定
例
会
日
程

議
案
審
議
／

賛
否
の
状
況

委
員
会
調
査
報
告
／

委
員
会
活
動
／一般
質
問

政
務
活
動
費

訃
報
／
人
事
案
件
／

意
見
書

一
般
質
問

一般
質
問
／

関
議
員
執
行
停
止
処
分

表
紙
写
真
の
声
／

９
月
定
例
会
日
程

議
案
審
議
／

賛
否
の
状
況

○ 

ダ
ル
マ
の
目

　

今
年
の
４
月
20
日
、
市
長
選
挙

が
行
わ
れ
、
藤
岡
市
長
は
無
投
票
当

選
さ
れ
ま
し
た
。
民
間
の
テ
レ
ビ
で

大
写
し
さ
れ
て
い
た
の
で
す
が
、
市

長
は
当
選
祝
い
を
さ
れ
る
と
同
時
に

飾
っ
て
い
た
ダ
ル
マ
の
目
に
墨
で
描

き
入
れ
て
い
ま
し
た
。

　

選
挙
で
当
選
し
た
際
に
ダ
ル
マ
の

目
に
墨
を
入
れ
る
と
い
う
の
は
、
十

数
年
前
に
障
害
者
団
体
か
ら
抗
議
を

受
け
て
、
今
で
は
ほ
と
ん
ど
の
候
補

者
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
し
て
お
り

ま
せ
ん
。
目
に
障
害
の
あ
る
方
を
、

著
し
く
傷
つ
け
て
い
る
行
為
だ
と
指

摘
を
受
け
ま
し
た
。
市
長
が
、
ダ
ル

マ
の
目
に
墨
を
入
れ
よ
う
と
思
い

立
っ
た
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答　

私
の
知
識
が
至
ら
ず
、
配
慮
に

欠
け
る
行
為
と
な
り
ま
し
た
こ
と
を
、

お
詫
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

選
挙
前
に
ダ
ル
マ
を
用
意
し
て
、

当
選
時
に
目
を
描
き
入
れ
よ
う
と
い

う
発
想
、
意
見
は
市
長
の
も
の
か
、

そ
れ
と
も
後
援
会
の
人
の
意
見
だ
っ

た
の
か
伺
い
ま
す
。

答　

事
務
所
の
方
々
の
中
で
次
第
が

用
意
さ
れ
て
お
り
、
私
の
知
識
が
至

ら
ず
に
、
そ
う
い
う
行
為
に
達
し
た

こ
と
は
、
お
詫
び
を
し
た
い
。

　

選
挙
前
は
片
目
で
、
当
選
し
た

ら
両
目
に
す
る
、「
完
成
し
た
、
一

人
前
に
な
っ
た
」
と
す
る
行
為
は
、

目
に
障
害
の
あ
る
方
か
ら
す
れ
ば
自

分
は
「
一
人
前
の
人
間
と
し
て
扱
っ

て
も
ら
え
な
い
の
か
」
と
い
う
怒
り

の
声
は
、
以
前
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま

し
た
。
人
権
意
識
の
ア
ッ
プ
グ
レ
ー

ド
が
必
要
で
す
。

答　

人
権
教
育
に
つ
と
め
ま
す
。

市
長
の
人
権
意
識
を
問
う渕 

本 　

稔

個人質問

○ ��

合
併
20
年
を
迎
え
る
に
当
た
っ
て

又
新
た
な
任
期
に
対
し
て
決
意
は

　

人
口
を
決
定
す
る
の
は
、
経
済

と
の
考
え
が
当
時
の
議
員
か
ら
示
さ

れ
た
が
市
長
の
所
見
は
。　

答　

第
２
次
経
済
成
長
戦
略
で
挑
戦

す
る
意
欲
、
地
域
資
源
価
値
、
新
た

な
担
い
を
育
む
重
点
戦
略
に
取
組
む
。

又
、
若
者
、
女
性
に
選
ば
れ
る
企
業

誘
致
に
取
組
む
。

　

合
併
後
も
人
口
は
大
き
く
減
少

し
て
い
る
。
本
腰
を
入
れ
て
取
組
む

べ
き
と
考
え
る
が
。

答　

最
重
要
課
題
と
考
え
、
政
策
を

さ
ら
に
強
化
す
る
。

　

ま
ち
づ
く
り
に
Ｔ
Ｍ
Ｏ
即
ち
ま

ち
づ
く
り
公
社
に
取
組
む
べ
き
と
考

え
る
が
。

答　

観
光
協
会
を
法
人
化
し
た
が
、

出
石
の
よ
う
に
収
益
事
業
を
行
う
ま

で
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
課
題
は
多

い
。

○ 

生
野
マ
イ
ク
ロ
水
力
発
電
事
業

　

計
画
水
量
が
３
２
４
㎥
／
ｈ
に

達
し
な
い
状
態
で
発
電
を
ス
タ
ー
ト

し
て
か
ら
２
年
、
現
在
の
水
量
は
。

答　

上
水
用
の
原
水
を
発
電
用
に
回

し
た
こ
と
に
よ
り
現
在
３
０
０
㎥
／

ｈ
に
回
復
。
引
き
続
き
原
因
究
明
、

対
策
に
努
め
る
。

○ 

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
誹
謗
中
傷

　

何
ら
か
の
意
図
を
持
っ
て
他
人

を
誹
謗
中
傷
す
る
行
為
は
卑
劣
で
す
。

こ
の
問
題
に
市
は
ど
う
取
組
む
の
か
。

答　

虚
偽
の
情
報
を
発
信
す
る
行
為

は
罪
に
問
わ
れ
損
害
賠
償
も
あ
り
得

る
。
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
県
と
共
に
強

化
す
る
。
又
、
県
の
人
権
啓
発
協
会

と
情
報
共
有
や
連
携
を
通
し
て
、
不

適
切
な
事
案
が
あ
れ
ば
対
応
す
る
。

市
政
に
も
っ
と民

間
の
力
の
活
用
を

森 

下 

恒 

夫

朝
来
市
創
生
の
会

代表質問

氏名下の二次元コードにより、スマートフォン等で録画映像をご覧いただけます。

▶
市
販
さ
れ
て
い
る
選
挙
用
ダ
ル
マ

▶
他
人
を
誹
謗
、
中
傷
す
る
行
為
は
損
害
賠

償
の
対
象
に
な
り
ま
す
!!

SNSで“うそ”を発信する
ことは罪に問われます！！
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／
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案
審
議
／

賛
否
の
状
況

　

今
年
度
の
施
政
方
針
で
市
長
が

「
女
性
に
好
ま
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」

の
推
進
を
掲
げ
た
理
由
は
。

答　

昨
年
の
朝
来
市
へ
の
転
入
数
は

男
性
が
３
８
５
人
に
対
し
て
女
性
は

３
３
５
人
と
１
割
少
な
い
。
人
口
減

少
を
止
め
る
に
女
性
の
転
入
増
が

必
要
。
そ
の
た
め
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー

ギ
ャ
ッ
プ
を
解
消
し
、
性
別
に
よ
ら

ず
子
育
て
し
や
す
い
、
働
き
や
す
い

環
境
を
整
え
た
い
。

　

ど
の
よ
う
な
ジ
ェ
ン
ダ
ー

ギ
ャ
ッ
プ
を
優
先
的
に
解
消
す
べ
き

と
考
え
る
か
。

答　

固
定
的
な
性
別
役
割
分
担
や
性

別
に
基
づ
く
偏
見
・
固
定
観
念
を

無
く
す
よ
う
み
ん
な
で
考
え
た
い
。

　

個
人
個
人
の
意
識
を
変
え
る

の
は
と
て
も
時
間
が
か
か
る
。
私

は
豊
岡
市
や
山
形
県
酒
田
市
に
な

ら
い
、
女
性
の
働
き
や
す
い
ま
ち

づ
く
り
を
優
先
的
に
進
め
る
べ
き

だ
と
考
え
る
。
そ
の
具
体
的
指
標

と
な
る
の
が
男
女
の
賃
金
格
差
だ
。

酒
田
市
同
様
、
税
務
課
に
集
ま
る

給
与
支
払
報
告
書
の
デ
ー
タ
を
元

に
、
市
独
自
で
賃
金
格
差
を
数
値
化

し
て
解
消
に
取
り
組
む
べ
き
と
考
え

る
。

答　

デ
ー
タ
の
扱
い
は
慎
重
に
す
べ

き
だ
が
、
酒
田
市
の
取
り
組
み
は
研

究
し
た
い
。
賃
金
格
差
解
消
は
国
も

進
め
る
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

　

市
内
企
業
の
女
性
活
躍
は
。

答　

昨
年
度
、
市
内
企
業
が
「
但
馬

産
業
大
賞
・
但
馬
で
働
き
た
い
優
良

企
業
部
門
」
を
受
賞
し
た
。
役
職
・

職
種
間
の
男
女
平
等
や
、
休
み
の
取

り
や
す
い
仕
組
み
、
身
体
に
負
荷
の

な
い
工
場
設
計
な
ど
が
評
価
さ
れ
て

い
る
。
市
内
外
に
Ｐ
Ｒ
し
た
い
。

　

人
口
は
推
計
人
口
よ
り
も
大
幅

に
減
少
し
市
の
政
策
は
上
手
く
行
っ

て
な
い
可
能
性
が
あ
る
。
移
住
者
に

と
っ
て
は
良
い
が
定
住
や
永
住
者
に

と
っ
て
良
く
な
い
の
で
は
な
い
か
。

答　

来
て
頂
く
、
住
ん
で
頂
く
と

い
っ
た
施
策
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研

究
所
の
試
算
を
基
に
策
定
す
べ
き
だ
。

答　

今
後
に
お
い
て
は
一
つ
の
検
討

材
料
で
は
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

○ 

都
市
開
発
に
つ
い
て

　

ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
ル
ネ
ス
シ
テ
ィ

の
整
備
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

答　

朝
来
医
療
セ
ン
タ
ー
周
辺
に
つ

き
ま
し
て
は
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

今
年
度
関
係
地
区
と
の
調
整
を
始
め

た
と
こ
ろ
で
、
専
門
家
等
の
意
見
も

聴
取
し
な
が
ら
今
後
ま
ち
づ
く
り
の

方
向
性
を
決
定
し
た
い
。

○ 

高
速
バ
ス
の
延
伸
に
つ
い
て

　

城
崎
か
ら
神
戸
へ
走
る
高
速
バ

ス
を
神
戸
空
港
ま
で
延
伸
さ
せ
よ
う
。

答　

延
伸
が
具
現
化
す
る
た
め
の
取

組
に
協
力
し
て
い
き
た
い
。

○ 

定
住
促
進
住
宅
に
つ
い
て

　

網
戸
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
が
。

答　

必
要
な
条
件
を
把
握
し
た
い
。

○ 

給
付
金
支
給
に
つ
い
て

　

給
付
ま
で
に
非
常
に
時
間
が
掛

か
っ
て
現
状
を
改
め
て
頂
き
た
い
。

答　

迅
速
性
、
正
確
性
、
そ
し
て
職

員
の
事
務
負
担
の
軽
減
も
考
慮
し
な

が
ら
最
善
の
手
法
を
採
用
し
た
い
。

○ 
和
田
山
出
石
ト
ン
ネ
ル
の

　

 

整
備
に
つ
い
て

　

県
に
要
望
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答　

先
日

も
県
の
幹

部
の
方
に

直
接
市
長

か
ら
要
望

を
行
っ
て

い
る
。

永
住
者
や
定
住
者
を

重
視
す
る
政
策
を

吉 

田 

俊 

平

個人質問

女
性
に
選
ば
れ
る
ま
ち
、
朝
来
市

加 

藤 

貴 

之

個人質問

▲まちづくりの検討が進められている朝来医療セン
ター周辺

▶
５
月
に
会
派
で
視
察
し
た
酒
田
市
（
画
像
は
市

H
P
か
ら
引
用
）

出典：公立豊岡病院組合ホームページ
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員
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政
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活
動
費

訃
報
／
人
事
案
件
／

意
見
書

一
般
質
問

一般
質
問
／

関
議
員
執
行
停
止
処
分

表
紙
写
真
の
声
／

９
月
定
例
会
日
程

議
案
審
議
／

賛
否
の
状
況

委
員
会
調
査
報
告
／

委
員
会
活
動
／一般
質
問

政
務
活
動
費

訃
報
／
人
事
案
件
／

意
見
書

一
般
質
問

一般
質
問
／

関
議
員
執
行
停
止
処
分

表
紙
写
真
の
声
／

９
月
定
例
会
日
程

議
案
審
議
／

賛
否
の
状
況

○ 

安
心
安
全
な
朝
来
市
へ

　

本
庁
が
火
災
等
で
使
え
な
く

な
っ
た
場
合
。
市
民
窓
口
の
代
替
庁

舎
は
必
要
で
す
が
、
市
の
業
務
継
続

計
画
で
は
何
も
触
れ
て
い
ま
せ
ん
。

答　

今
の
時
代
に
そ
ぐ
わ
な
い
業
務

継
続
計
画
で
あ
り
見
直
し
を
指
示
し

て
い
ま
す
。
本
庁
舎
が
使
え
な
い
と

き
に
は
、
山
東
か
朝
来
庁
舎
で
指
揮

を
執
る
と
思
い
ま
す
。

　

業
務
継
続
計
画
に
、
災
害
時
の

記
載
は
あ
る
が
、
感
染
症
に
対
す
る

記
載
が
な
い
。
健
康
危
機
の
行
動
計

画
と
体
制
を
明
記
す
べ
き
で
は
。

答　

感
染
症
は
、
国
・
県
の
行
動
計

画
に
基
づ
き
作
成
し
た
朝
来
市
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
行
動
計
画

に
よ
り
、
市
民
の
安
心
と
健
康
を
守

る
た
め
、
全
庁
を
挙
げ
て
感
染
症
対

策
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

あ
さ
ご
安
全
安
心
カ
メ
ラ
、
３

年
間
で
防
犯
カ
メ
ラ
30
台
が
設
置
さ

れ
る
が
、
近
年
、
事
故
・
事
件
も
多

発
し
て
い
る
、
７
年
度
に
市
内
全
域

で
取
り
組
め
な
い
か
。

答　

今
年
度
の
実
施
状
況
や
事
業
評

価
に
よ
り
、
さ
ら
な
る
加
速
が
必
要

と
評
価
で
き
た
ら
、
前
倒
し
す
る
こ

と
を
考
え
た
い
。

　

ワ
ン
コ
イ
ン
浸
水
セ
ン
サ
を
活

用
し
た
通
学
路
に
お
け
る
さ
ら
な
る

安
心
・
安
全
の
事
業
。
通
学
路
だ
け

で
な
く
市
内
の
浸
水
が
懸
念
さ
れ
る

道
路
全
て
に
設
置
は
で
き
な
い
か
。

答　

こ
れ
ま
で
の
浸
水
実
績
な
ど
も

考
慮
し
な
が
ら
、
浸
水
被
害
が
発
生

す
る
前
に
危
険
を
予
知
し
、
効
率
的

か
つ
早
期
に
浸
水
情
報
が
発
信
で
き

る
よ
う
、
追
加
設
置
や
設
置
箇
所
の

変
更
な
ど
を
検
討
し
た
い
。

住
み
続
け
た
い

元
気
で
美
し
い
朝
来
市

水 

田 

文 

夫

個人質問

▲ワンコイン浸水センサ
　現在、12 か所に 15 台設置

　

自
転
車
は
歩
道
を
走
行
す
れ
ば

違
反
で
あ
る
。
明
確
化
す
る
た
め
、

自
歩
道
の
境
界
ブ
ロ
ッ
ク
を
塗
装
し

て
は
ど
う
か
。

答　

ど
の
よ
う
な
手
法
が
最
善
で
あ

る
か
研
究
す
る
必
要
が
あ
る
。
課
題

解
決
に
む
け
た
県
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
交
通
安
全
に
繋
が
る
手
法
に
つ
い

て
提
案
し
て
参
り
た
い
。

　

車
の
交
通
量
の
多
い
市
道
や
通

学
路
に
自
転
車
ナ
ビ
マ
ー
ク
等
の
補

助
線
を
整
備
し
て
は
。

答　

自
転
車
に
限
ら
ず
、
歩
行
者
や

自
動
車
に
対
し
て
も
、
通
行
ル
ー
ル

を
案
内
、
注
意
喚
起
す
る
必
要
が
あ

る
。
情
報
の
共
有
を
図
り
、
今
後
、

研
究
し
て
参
り
た
い
。

　

段
差
や
傾
き
で
自
転
車
の
走
行

に
支
障
が
あ
る
自
歩
道
（
歩
道
）
も

あ
る
。
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
や

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
視
点
か
ら
も
解
消

す
る
整
備
が
必
要
と
考
え
る
が
、
ど

う
か
。

答　

新
改
設
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
に

基
づ
き
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
を
活
用

し
て
い
る
が
、
既
存
の
歩
道
の
中
に

は
通
行
に
支
障
の
あ
る
箇
所
も
あ
る
。

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化
に
向
け
、

国
県
と
協
力
し
て
取
り
組
ん
で
参
り

た
い
。

　

交
通
安
全
と
い
っ
た
視
点
以
外

に
も
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
や

サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
観
点

か
ら
、
自
転
車
活
用
推
進
計
画
等
を

策
定
す
べ
き
で
は
。

答　

本
市
も
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
計
画

の
策
定
に
は
様
々
な
部
署
が
関
係
す

る
こ
と
か
ら
、
研
究
し
て
参
り
た
い
。

自
転
車
の
交
通
施
策
に
つ
い
て

西 

本 

英 

輔

個人質問

氏名下の二次元コードにより、スマートフォン等で録画映像をご覧いただけます。

▲自転車の交通違反にも青切符導入！自治体と
して何ができる？
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案
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／
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見
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一
般
質
問

一般
質
問
／

関
議
員
執
行
停
止
処
分

表
紙
写
真
の
声
／

９
月
定
例
会
日
程

議
案
審
議
／

賛
否
の
状
況

委
員
会
調
査
報
告
／

委
員
会
活
動
／一般
質
問

政
務
活
動
費

訃
報
／
人
事
案
件
／

意
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書

一
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問
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／
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／
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案
審
議
／

賛
否
の
状
況

○ 

介
護
離
職
に
つ
い
て

　

朝
来
市
に
お
け
る
介
護
離
職
の

状
況
は
。

答　

令
和
５
年
２
月
の
調
査
で
は
、

過
去
１
年
以
内
に
介
護
を
理
由
に
離

職
し
た
方
の
割
合
は
、
24
・
１
％
と

前
回
の
調
査
よ
り
増
加
。
本
年
の
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
か
ら
聞
き
取
り
で
は

約
１
，
４
０
０
人
の
利
用
者
の
う
ち
、

３
８
７
人
の
利
用
者
家
族
が
、
就
労

し
な
が
ら
介
護
を
担
っ
て
い
る
、
い

わ
ゆ
る
ワ
ー
キ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
で
あ

る
こ
と
が
判
明
し
た
。

　

市
に
市
民
や
事
業
者
か
ら
介
護

離
職
に
つ
い
て
の
相
談
な
ど
が
あ
る

の
か
。
ま
た
、
相
談
体
制
は
整
っ
て

い
る
の
か
。

答　

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
高
齢
者
相

談
セ
ン
タ
ー
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
を
中
心
に
相
談
体
制
を
整
備
し
、

日
常
的
な
相
談
や
定
期
的
な
情
報
提

供
に
努
め
、
伴
走
型
の
支
援
を
行
っ

て
い
る
。
相
談
体
制
の
さ
ら
な
る
充

実
を
図
っ
て
参
り
た
い
。

　

朝
来
市
と
し
て
事
業
者
に
対
し

て
、
仕
事
と
介
護
の
両
立
支
援
制
度

に
つ
い
て
、
周
知
や
助
言
な
ど
を
行

う
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

働
く
介
護
者
向
け
の
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
の
作
成
・
配
布
、
相
談
の
第

一
歩
を
踏
み
出
し
や
す
く
す
る
よ
う

な
工
夫
を
し
て
参
り
た
い
。
ま
た
、

相
談
窓
口
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
し
や
す

さ
や
、
支
援
制
度
の
見
え
る
化
に
も

取
り
組
み
、
心
理
的
ハ
ー
ド
ル
の
低

減
を
図
り
た
い
。　

（
他
に
関
係
人
口
の
創
出
に
つ
い
て

質
問
し
ま
し
た
。）

○ 

ジ
ュ
ピ
タ
ー
ホ
ー
ル
改
修
と
活
用

　

大
規
模
改
修
後
の
耐
用
年
数
や

バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応
、
早
期
供
用
開

始
の
可
能
性
は
い
か
が
か
。

答　

大
規
模
改
修
で
、
約
80
年
の
長

寿
命
化
を
図
る
。
新
た
に
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
と
授
乳
室
を
設
置
す
る
。
工
事

完
了
は
令
和
７
年
12
月
末
、
供
用
開

始
は
８
年
３
月
１
日
を
予
定
し
て
い

る
。

○ 

屋
根
付
運
動
施
設
の
整
備
計
画

　

本
整
備
計
画
は
市
ス
ポ
ー
ツ
推

進
計
画
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
か
。

ま
た
、
用
地
選
定
の
経
緯
と
整
備
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
い
か
が
か
。

答　

第
３
期
朝
来
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進

計
画
に
位
置
付
け
て
い
る
。
候
補
地

３
か
所
を
検
討
し
た
結
果
、
利
便
性
、

立
地
条
件
か
ら
懇
話
会
意
見
を
踏
ま

え
和
田
山
中
央
文
化
公
園
を
最
終
候

補
地
に
決
定
し
た
。
今
後
は
令
和
７

年
度
に
基
本
設
計
、
８
年
度
に
実
施

設
計
、
９
年
度
に
整
備
工
事
、
10
年

度
に
供
用
開
始
を
予
定
し
て
い
る
。

年
間
を
通
し
て
利
用
で
き
る
施
設
に

し
た
い
。
駐
車
場
不
足
が
予
想
さ
れ

る
た
め
、
併
せ
て
検
討
し
た
い
。

○ 

教
育
施
設(

学
校
統
廃
合)

　

児
童
数
の
減
少
が
続
い
て
お
り
、

小
中
学
校
の
再
編
・
統
廃
合
が
今
後

の
課
題
で
あ
る
。
統
廃
合
に
対
す
る

具
体
的
な
方
針
や
空
き
教
室
を
地
域

自
治
協
議
会
な
ど
に
貸
し
付
け
る
こ

と
は
可
能
か
。

答　

現
在
の
状
況
で
は
小
規
模
校
の

増
加
が
見
込
ま
れ
る
。
地
域
と
と
も

に
あ
る
学
校
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
空
き
教
室
の
使
用
に
つ
い
て

は
、
学
校
や
学
校
運
営
協
議
会
に
相

談
し
て
ほ
し
い
。

公
共
施
設
再
配
置
と
持
続
可
能
性

足 

立 

義 

美

個人質問

だ
れ
も
が
住
み
や
す
い
朝
来
市
に

上 

田 

幸 

広

個人質問

▲屋根付運動施設の建設候補地

▶
介
護
離
職
を
防
ぐ
介
護
休
業
制
度
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／

意
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書
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／
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分
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／
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月
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会
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程

議
案
審
議
／

賛
否
の
状
況

委
員
会
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査
報
告
／

委
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会
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政
務
活
動
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／
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／
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／
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定
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案
審
議
／

賛
否
の
状
況

○ 

朝
来
医
療
セ
ン
タ
ー
の
充
実
を

　

産
婦
人
科
開
設
は
評
価
で
き
る
、

更
な
る
診
療
日
と
科
目
の
充
実
を
。

答　

し
っ
か
り
と
医
療
体
制
の
充
実

を
図
る
よ
う
訴
え
て
い
く
。

　

八
鹿
病
院
と
の
連
携
で
、
Ｍ
Ｒ

Ｉ
が
導
入
で
き
な
い
が
、
導
入
を
強

く
訴
え
て
い
く
べ
き
で
な
い
か
。

答　

Ｍ
Ｒ
Ｉ
は
朝
来
医
療
セ
ン
タ
ー

の
充
実
に
は
必
要
で
、
導
入
と
診
療

科
の
充
実
を
強
く
訴
え
た
い
。

　

小
児
科
開
設
に
２
人
の
医
師
を

紹
介
し
た
が
、
管
理
者
、
事
務
長
か

ら
回
答
が
無
い
。
構
成
市
長
と
し
て

聞
い
て
い
な
い
か
。

答　

小
児
科
は
子
ど
も
の
健
康
管
理

上
、
必
要
で
開
設
を
訴
え
て
い
る
が

医
師
の
話
は
聞
い
て
い
な
い
。

　

豊
岡
病
院
組
合
は
厳
し
い
運
営

状
況
だ
。
資
金
協
力
の
要
請
に
は
、

Ｍ
Ｒ
Ｉ
と
小
児
科
を
駆
け
引
き
す
る

く
ら
い
の
気
力
で
訴
え
る
べ
き
だ
。

答　

経
営
改
善
を
見
極
め
な
が
ら
市

の
対
応
を
考
え
て
い
き
た
い
。

○ 

市
教
委
は
危
機
管
理
の
徹
底
を

　

学
校
関
連
で
事
件
が
多
発
し
て

い
る
。
危
機
管
理
の
強
化
が
必
要
で

な
い
か
。
取
組
状
況
は
。

答　

教
育
委
員
会
の
間
で
は
、
重
要

な
事
案
と
し
て
受
け
止
め
て
お
り
、

指
導
に
徹
底
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
情

報
交
換
や
指
示
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

○ 

万
博
展
示
館
を
取
得
し
新
名
所
を

　

万
博
展
示
館
を
取
得
し
、
新
名

所
構
想
を
、
ガ
ン
ダ
ム
館
等
は
人
を

集
め
る
施
設
だ
。
見
解
は
。

又
、
室
尾
森
林
公
園
の
再
開
発
は
。

答　

再
利
用
で
耐
久
性
の
課
題
も
あ

る
。
室
尾
森
林
公
園
は
、
意
見
を
聞

き
再
開
発
を
考
え
た
い
。

小
児
科
開
設
と

Ｍ
Ｒ
Ｉ
導
入
は
必
要
だ

日 

下　

  

茂

個人質問

▲展示館の再利用で名所づくりを

　

朝
来
市
の
中
高
年
の
ひ
き
こ
も

り
の
実
態
は
ど
う
か
。

答　

ひ
き
こ
も
り
に
至
っ
た
要
因

は
、
失
業
や
離
職
に
よ
る
も
の
が
多

く
、
次
い
で
疾
病
や
性
格
、
不
登
校

が
多
い
。
相
談
者
数
も
こ
こ
数
年
は
、

１
３
０
人
前
後
と
な
っ
て
い
る
。

　

中
高
年
の
ひ
き
こ
も
り
は
長
期

化
す
る
傾
向
に
あ
り
、
な
か
な
か
支

援
が
進
み
に
く
い
と
聞
く
が
、
本
市

で
は
ど
う
か
。　

答　

朝
来
市
ひ
き
こ
も
り
対
策
推
進

事
業
実
施
要
項
に
基
づ
き
、
ひ
き
こ

も
り
サ
ポ
ー
タ
ー
を
中
心
に
事
業
実

施
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
ケ
ー
ス
に

よ
っ
て
対
応
方
法
を
検
討
し
、
ア
ウ

ト
リ
ー
チ
に
よ
る
支
援
や
オ
ン
ラ
イ

ン
居
場
所
の
設
置
、
情
報
発
信
等
を

行
っ
て
い
る
。

　

中
高
年
の
ひ
き
こ
も
り
は
、
親

の
収
入
や
年
金
に
生
活
依
存
し
て
い

る
場
合
が
多
い
の
で
は
な
い
か
。

答　

本
市
の
生
活
保
護
受
給
世
帯
は

県
内
で
も
少
な
い
方
だ
。
生
活
困
窮

者
自
立
支
援
相
談
員
が
就
労
支
援
、

年
金
申
請
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
な
ど
、

当
事
者
に
あ
っ
た
相
談
支
援
に
努
め

て
い
る
。

　

朝
来
市
が
、
孤
立
せ
ず
に
、
自

分
ら
し
く
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
共

生
社
会
の
実
現
と
な
る
よ
う
、
ど
の

よ
う
な
策
を
考
え
て
い
る
か
。　

答　

現
在
、
重
層
的
支
援
体
制
整
備

事
業
の
移
行
期
間
で
あ
り
、
令
和
８

年
度
の
実
施
に
向
け
て
体
制
整
備
を

進
め
て
い
る
。
属
性
を
問
わ
な
い
相

談
支
援
、
参
加
支
援
、
地
域
づ
く
り

に
向
け
た
支
援
を
柱
に
、
ア
ウ
ト

リ
ー
チ
に
よ
る
支
援
や
多
機
関
協
働

の
機
能
強
化
を
図
っ
て
い
く
。

中
高
年
の
ひ
き
こ
も
り
に
つ
い
て

松 

井 

道 

信

個人質問

氏名下の二次元コードにより、スマートフォン等で録画映像をご覧いただけます。

▲ひきこもりの定義
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／
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状
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○ 

吉
田
議
員
の
一
般
質
問

　

 

発
言
は
都
合
よ
く
歪
曲

　

３
月
議
会
で
の
吉
田
議
員
の
一

般
質
問
で
、
和
田
地
区
の
尾
根
の
ひ

な
た
Ｇ
Ｉ
Ｓ
赤
色
図
に
つ
い
て
「
県

立
考
古
博
物
館
が
こ
の
遺
跡
は
古
墳

で
あ
る
と
の
見
解
を
示
し
た
」
と
あ

る
が
事
実
か
。

答　

正
確
に
は
事
実
で
は
な
い
。
考

古
博
物
館
の
見
解
に
は
「
赤
色
図
だ

け
を
み
た
限
り
で
の
感
想
」
で
あ
り

「
現
地
観
察
を
し
な
け
れ
ば
確
か
な

こ
と
は
言
え
な
い
。」「
あ
く
ま
で
個

人
的
な
感
想
で
あ
る
。」
等
の
明
確

な
前
提
条
件
が
つ
い
て
い
る
。

　

つ
ま
り
は
吉
田
議
員
の
説
明
は

虚
偽
説
明
で
は
な
い
か
。
留
保
条
件

を
隠
蔽
し
て
県
の
見
解
を
都
合
よ
く

捏
造
し
て
い
る
。
考
古
博
物
館
の
名

誉
の
た
め
に
も
許
さ
れ
な
い
こ
と
だ
。

答　

そ
こ
で
５
月
３
日
に
考
古
博
物

館
の
担
当
者
が
急
遽
市
の
文
化
財
課

の
者
と
当
該
遺
跡
を
現
地
調
査
し
た
。

そ
の
結
果
、
こ
の
遺
跡
の
現
状
は
基

本
的
に
山
城
遺
跡
と
見
て
間
違
い
な

い
。
と
の
見
解
を
示
さ
れ
た
。

○ 

Ｊ
Ｒ
梁
瀬
駅
に
屋
根
付
き
駐
輪
場
を

　

Ｊ
Ｒ
梁
瀬
駅
の
民
間
駐
輪
場
が

今
年
１
月
か
ら
閉
鎖
さ
れ
通
学
す
る

高
校
生
達
が
困
っ
て
い
る
状
況
に
あ

る
。
市
が
設
置
し
た
臨
時
の
駐
輪
場

は
10
台
し
か
収
容
で
き
な
い
。
20
台

が
違
法
駐
車
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
９

月
議
会
で
補
正
対
応
す
べ
き
だ
。
ま

た
「
駐
輪
禁
止
」
の
看
板
と
豊
岡
駅

長
の
通
告
を
一
時
撤
去
さ
せ
よ
。

答　

市
と
し
て
も
現
状
を
把
握
し
て

お
り
、
解
決
に
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ

て
鋭
意
取
り
組
む
覚
悟
だ
。

繰
り
返
さ
れ
る
虚
偽
発
言

議
員
の
信
用
失
う

横 

尾 

正 

信

個人質問

▲駐禁場所に停めざるを得ない高校生

関綾乃議員関綾乃議員のの
除名処分の効力除名処分の効力のの停止について停止について

 概　要 
　このたび、神戸地方裁判所において、令和７年３月２６日に本市議会が決定した
関綾乃議員の除名処分の効力を停止する旨の決定が、令和７年６月９日付でなさ
れました。これにより、当該議員は６月17日の本会議から出席されています。
　今回の決定は、執行停止手続における措置であり、除名処分が取り消されたもの
ではありません。
　除名処分の適否そのものについては、別途本案訴訟において慎重に審理され、
最終的な司法判断が示されるものであります。

執行停止決定書については、
朝来市議会ホームページをご覧ください。
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議会を傍聴して
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　本会議や常任委員会・特別委員会はど
なたでも自由に傍聴できます。
　会議当日に住所・氏名をご記入してい
ただくだけで傍聴できます。
　お気軽にお越しください。

受付場所：朝来市役所本庁舎５階
お問い合わせは議会事務局

TEL 672-1930まで

　令和７年６月26日、本校では朝来市のご協力のもと、１年次「産業社会と人間」の授業において
「キャリアトークカフェ」を開催しました。
　この取組は平成30年度に始まり、今年で８回目を迎えました。地元企業の若手社員をはじめ、介護
施設や病院、消防署、こども園など、地域の暮らしを支える多様な分野で活躍する方々を講師に迎え、
生徒たちはグループでの対話をとおして、働くことの意義や職業の魅力、多様な価値観に触れました。
地域のリアルな声に耳を傾けることで、自分自身の生き方や将来について考える貴重な機会となり、
主体的な進路選択につながるキャリア教育の一環として定着しています。
　朝来市の魅力あふれる人々との出会いをとおして、生徒一人ひとりが「自分らしい人生」を描くヒン
トを得る一日となりました。

【生徒の感想】
・社長になれという言葉が心に残り、将来に向けて前向きになれた。
・好きなことを仕事にしている話を聞き、夢に向かう勇気をもらえた。
・人との関わりやコミュニケーションの大切さを改めて実感できた。

兵庫県立和田山高等学校
総合学科推進部

黒 﨑　真 理 子 教諭
▲自分たちの将来を描く一日に

月 火 水 木 金
8/25 26 27 28 29

本会議 本会議

9/1 2 3 4 5

一般質問 一般質問

8 9 10 11 12

一般質問 産業建設
常任委員会

総務常任
委員会

文教民生
常任委員会

15 16 17 18 19
産業建設

常任委員会
総務常任
委員会

文教民生
常任委員会

22 23 24 25 26
予算決算

特別委員会

29 30

本会議

９月定例会の予定

表紙写真の

声

予約不要

発行／朝来市議会　　朝議 R7. 8月 12,600 部
住所／〒669-5292 兵庫県朝来市和田山町東谷213番地1
TEL／079-672-1930　FAX／079-672-1931

（表紙写真・裏表紙写真提供　和田山高等学校）
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